
第２回新居浜市議会定例会議案概要(部局名）

番　　号 件　　　　名 備　　　　　　　　考

報告第 ２ 号 専決処分の報告について 和解について
環 境 部
（環境保全課）

議案第 ２ 号 市道路線の認定及び廃止について
道路建設事業及び開発道路の寄附による市
道路線の認定及び廃止
　　　　　　（認定６路線：廃止１路線）

建 設 部
（ 道 路 課 ）

報告第 ３ 号 専決処分の報告について 損害賠償の額の決定について
教育委員会事務
局（学校給食
課 ）

議案第 ４ 号
新居浜市一般廃棄物処理施設に係る生活環境
影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部
改正に伴い、引用法令条項のずれが生じた
ことによる所要の条文整備を行うための条
例の一部改正　　　　　　［条項の整理］

環 境 部
（環境施設課）

議案第 ３ 号 工事委託協定の変更について
新居浜市公共下水道新居浜市下水処理場の
改築工事(その９)委託に関する協定の一部
を変更する協定

総 務 部
( 契 約 課 ）

議案第 ６ 号
障害者自立支援法の一部改正に伴う関係条例
の整理等に関する条例の制定について

障がい者制度改革推進本部等における検討
を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまで
の間において障害者等の地域生活を支援す
るための関係法律の整備に関する法律の施
行による障害者自立支援法の一部改正に伴
い、引用法令条項のずれが生じたことによ
る所要の条文整備を行うための条例の一部
改正

福 祉 部
（ 福 祉 課 ）

議案第 ５ 号
新居浜市職員定数条例の一部を改正する条例
の制定について

公民館の地域主導型への移行、組織機構の
改革等に伴い、教育委員会の事務部局及び
教育委員会の所管に属する学校その他の教
育機関の職員の定数を改めるための条例の
一部改正

総 務 部
( 人 事 課 ）

議案第 ８ 号
新居浜市職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

地方公務員法第２５条第２項の規定に基づ
き、職員に給与を支給する際、一定のもの
については当該給与から控除することがで
きることを条例上規定するための条例の一
部改正

同 上

議案第 ７ 号
新居浜市特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

選挙管理委員会委員長及び選挙管理委員の
報酬について、新居浜市特別職報酬等審議
会の答申に基づき、月額支給から日額支給
に改めるための条例の一部改正

総 務 部
（ 人 事 課 ）

議案第１０号
新居浜市立保育所設置及び管理条例の一部を
改正する条例の制定について

月途中に入退園をした乳幼児に係る保育料
の算定方法を変更するとともに、児童福祉
法に基づき規則において規定することとす
るための条例の一部改正

福 祉 部
（児童福祉課）

議案第 ９ 号

新居浜市生涯学習センター設置及び管理条例
及び新居浜市高齢者生きがい創造学園設置及
び管理条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

組織機構改革により、新居浜市生涯学習セ
ンター及び学習館並びに新居浜市高齢者生
きがい創造学園を教育委員会へ移管するこ
とに伴い、施設の管理について教育委員会
規則で定めることとするための条例の一部
改正

 市   民    部
（市民活動推進
課）

議案第１２号
新居浜市公衆便所設置及び管理条例を廃止す
る条例の制定について

組織機構改革により、本市の公園及び公衆
便所を一元管理することに伴い、公の施設
としての公衆便所を廃止し、行政財産とし
て管理することとするための条例の制定

環 境 部
（環境保全課）

議案第１１号
新居浜市老人ホーム設置及び管理条例の一部
を改正する条例の制定について

老朽化による新居浜市立慈光園の建替工事
が完成することに伴い、当該施設の位置を
変更するための条例の一部改正

福 祉 部
（介護福祉課）

議案第１３号
新居浜市中小企業振興条例の一部を改正する
条例の制定について

中小企業の振興事業に対する補助制度の見
直し及び新設を行うとともに、平成２５年
度まで補助期間を延長することにより、本
市の中小企業の経営の安定、雇用の促進等
を図るための条例の一部改正

経 済 部
（商工労政課）



番　　号 件　　　　名 備　　　　　　　　考

議案第１４号
新居浜市企業立地促進条例の一部を改正する
条例の制定について

企業立地に対する奨励措置の拡大を図り、
平成25年度まで期間を延長するとともに、
新たな奨励措置を設けることにより企業の
立地を促進し、本市の産業の振興と雇用の
拡大を図るための条例の一部改正

経 済 部
（商工労政課）

議案第１６号
新居浜市都市公園条例の一部を改正する条例
の制定について

東浜公園の完成に伴い、同公園の多目的芝
生広場照明施設を有料公園施設として管理
するとともに、当該施設の使用料を定める
ための条例の一部改正

建 設 部
（都市計画課）

議案第１５号
新居浜市貯木場設置及び管理条例を廃止する
条例の制定について

貯木場事業用地を新たな工業用地として造
成し、分譲することに伴い、新居浜市貯木
場を廃止するための条例の制定

経 済 部
（商工労政課）

議案第１８号
新居浜市水道事業給水条例の一部を改正する
条例の制定について

水道料金に係る督促事務費について、水道
使用者等の状況を勘案し、条例の規定を根
拠に非徴収とすることを可能にするための
条例の一部改正

水 道 局
(総務料金課）

議案第１７号
新居浜市水道事業等の設置及び経営の基本に
関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

水道事業の見直しに伴い､企業経営に当たっ

ての基本的事項である給水人口及び給水量
を変更するための条例の一部改正

水 道 局
( 工 務 課 ）

議案第２０号
平成２３年度新居浜市貯木場事業特別会計予
算

同 上

議案第１９号 平成２３年度新居浜市一般会計予算
企 画 部
( 財 政 課 ）

議案第２２号
平成２３年度新居浜市住宅新築資金等貸付事
業特別会計予算

同 上

議案第２１号
平成２３年度新居浜市渡海船事業特別会計予
算

同 上

議案第２４号
平成２３年度新居浜市公共下水道事業特別会
計予算

同 上

議案第２３号
平成２３年度新居浜市平尾墓園事業特別会計
予算

同 上

議案第２６号
平成２３年度新居浜市国民健康保険事業特別
会計予算

同 上

議案第２５号
平成２３年度新居浜市工業用地造成事業特別
会計予算

同 上

議案第２８号
平成２３年度新居浜市後期高齢者医療事業特
別会計予算

同 上

議案第２７号
平成２３年度新居浜市介護保険事業特別会計
予算

同 上

議案第３０号
平成２３年度新居浜市工業用水道事業会計予
算

同 上

議案第２９号 平成２３年度新居浜市水道事業会計予算
水 道 局
(総務料金課）

議案第３２号
平成２２年度新居浜市貯木場事業特別会計補
正予算（第１号）

貯木場事業に係る公債費等について、予算
措置するもの

同 上

議案第３１号
平成２２年度新居浜市一般会計補正予算
（第７号）

介護基盤緊急整備事業等の公共事業をはじ
め、生活路線維持運行対策費等の施策費、
単独事業及び経常経費の過不足について予
算措置するもの

企 画 部
( 財 政 課 ）

議案第３３号
平成２２年度新居浜市渡海船事業特別会計補
正予算（第２号）

渡海船事業に係る総務費について、予算措
置するもの

同 上



番　　号 件　　　　名 備　　　　　　　　考

追加提出予定

　新居浜市副市長の選任について

議案第３４号
平成２２年度新居浜市平尾墓園事業特別会計
補正予算（第１号）

新墓園整備事業に係る基金積立金等につい
て、予算措置するもの

企 画 部
( 財 政 課 ）

議案第３６号
平成２２年度新居浜市工業用地造成事業特別
会計補正予算（第１号）

工業用地造成事業（多極型事業用地）につ
いて、明許繰越するもの

同 上

議案第３５号
平成２２年度新居浜市公共下水道事業特別会
計補正予算（第３号）

公共下水道事業に係る公債費等について、
予算措置するもの

同 上

議案第３８号
平成２２年度新居浜市介護保険事業特別会計
補正予算（第３号）

介護保険事業に係る保険給付費等につい
て、予算措置するもの

同 上

議案第３７号
平成２２年度新居浜市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第３号）

国民健康保険事業に係る保険給付費等につ
いて、予算措置するもの

同 上
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１ 予算規模等 ２ 一般会計当初予算の概要

 

１ 

１ 予算規模等 

  平成２３年度の予算規模は、一般会計４４５億１，４７２万円、特別会計３３０億９，６２６

万７千円、企業会計３３億７，６３２万５千円となり、総額では８０９億８，７３１万２千円と

なっています。 

 

 ［全会計の予算規模］                       （単位：千円、％） 

  H23 当初予算 H22 当初予算 増 減 額 増減率

一般会計 44,514,720 46,037,489 △1,522,769 △3.3

特別会計 33,096,267 31,614,401 1,481,866 4.7

企業会計 3,376,325 3,273,931 102,394 3.1

全会計総計 80,987,312 80,925,821 61,491 0.1

 

２ 一般会計当初予算の概要 

Ⅰ 予算規模 

当初予算計上額  ４４５億１，４７２万円（対前年度比 ３．３％減） 

当初財政計画額  ４５０億１，０６４万２千円（対前年度比 ３．３％減） 

 
平成２３年度当初予算額は、４４５億１，４７２万０千円で前年度と比べて 

３．３％の減となっています。（当初予算計上率 ９８．９％） 

38,746,420

42,266,961

47,564,023

42,658,390

40,775,111

40,857,205

41,599,966
40,143,841

46,037,489

44,514,720

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

45,000,000

50,000,000

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

一般会計当初予算額の推移

一般会計当初予算額



 
２ 一般会計当初予算の概要 

 

 2

Ⅱ 歳入 

市 税    １７９億３８８万８千円（対前年度比２．２％増） 

個人市民税は、まだまだ個人所得の低迷が続いており、減少が見込まれます。しかしながら、

法人市民税については、増が見込まれ、前年度当初予算との比較では３１．５％の伸びを見込

んでいます。また、固定資産税は、土地分については減少傾向にありますが、家屋分の増が見

込まれることから、固定資産税全体で１．３％の増を見込んでいます。これらの結果、市税全

体では平成２２年度と比べて３億９，１５０万３千円、2．２％の増となっています。 

 

［市税収入見込額］                          （単位：千円、％） 

  H2３当初予算 H2２当初予算 増減額 増減率 

市民税 6,686,386 6,458,036 228,350 3.5

 
個人 5,206,353 5,332,865 △126,512 △2.4

法人 1,480,033 1,125,171 354,862 31.5

固定資産税 9,163,934 9,037,502 113,627 1.3

都市計画税 1,046,050 1,044,300 1,750 0.2

その他 1,007,518 972,547 47,776 4.9

合  計 17,903,888 17,512,385 391,503 2.2

 

 

※Ｈ１４～Ｈ２１は決算額、Ｈ２２、Ｈ２３は当初予算額 
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地方交付税     ５

平成２２年度市税収入の増収

額要素が見込まれることから

ます。 

 

※Ｈ１４～Ｈ

    平成２３年度、交付税（

７９億５，７００万円を見

の改革前の平成１５年度と

 

  ＊全国の交付税額全体のうち

ます（平成 23 年度）。交
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２ 一般会計当
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３億８，０００万円  （対前年度比１．２

収見込み（対２１年度比）による基準財政収入額の増

、対前年度比で１．２％減の５３億８，０００万円

 

２１は決算額、Ｈ２２、Ｈ２３は当初予算額 

 

普通・特別）と臨時財政対策債を合わせた実質的な

見込み、平成２２年度比では１億７，3００万円の減少

の比較では約１５億円の減額となっています。 

、９５％は普通交付税として、５％は特別交付税と

交付税の大部分を占める普通交付税の交付額は、各地方

標準的な収入額との差額になります。 

標準的な需要額）－（標準的な収入額）―（臨時財政
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当初予算の概要
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市   債     ４１億３，２２０万円  （対前年度比４１．１％減） 

   慈光園建設事業債や小中学校耐震補強対策事業債の減少などによって、前年度と比べて２８

億７，８５０万円、４１．１％の大幅な減少となる４１億３，２２０万円を計上しています。

歳入全体に占める割合は９．３％（Ｈ２２年度は１５．２％）となっています。 

   また、平成２３年度末の市債残高見込は４９９億７，５４８万７千円（対前年度現在高見込

比４．７％減）となる見込みです。 

 

   ＊臨時財政対策債の発行可能額の算定方法の改定 

     地方公共団体が使途を限定されずに自由に使える一般財源である地方交付税は、その原

資となる国税収入の落ち込みなどによる不足分の一部について、平成１３年度から臨時財

政対策債の発行によって賄うこととされました（国が地方交付税交付金を地方に交付する

代わりに、地方公共団体に地方債の発行を認める）。この臨時財政対策債の発行可能額は、

これまで、人口を基礎とした算定が行われていましたが、昨年の改定で、この人口基礎方

式に加えて、財政力に応じて交付税を減額し、その減じた額を臨時財政対策債の財源不足

額基礎方式として上乗せするもので、本市の場合、人口基礎方式分１４億円、財源不足額

基礎方式１１億円程度と試算しています。 

 

※Ｈ１４～Ｈ２１は決算額、Ｈ２２、Ｈ２３は当初予算額 
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２ 一般会計当初予算の概要
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Ⅲ 歳出 

人件費    ７９億２，０６３万９千円（対前年度比０．６％減） 

    前年当初対比では、４，８９１万５千円、０．６％減となっています。 

 

扶助費    ９９億７，６９０万４千円（対前年度比７．４％増） 

   子ども手当費の増加などにより、前年当初対比では、６億８，７９１万７千円、7．4％増

となっています。 

     

公債費    ５７億９，２２４万９千円（対前年度比０．３％減） 

   前年当初対比では、１，４６９万１千円、０．３％の減となっています。 

 

  ※義務的経費比率（人件費・扶助費・公債費総額の予算総額に占める割合）は５３．２％（H

２２は５０．１％）となっています。 

 

  普通建設事業    ５４億８，９７７万１千円（対前年度比３５．４％減） 

土地区画整理事業、慈光園建設事業、防災行政無線整備事業及び小・中学校耐震補強対策事

業等の減少等により、前年当初対比では、３０億２２７万９千円、３５．４％の減となってい

ます。 

 

  繰出金    ４７億９，７９３万３千円（対前年度比８．０％増） 

   前年当初対比では、３億５，６８３万８千円、８．０％増となっています。 

                                                                             

  
平成 23 年度 平成 22 年度 増減 

金額（千円） 構成比(%) 金額（千円） 構成比(%) 金額（千円） 率（％） 

人件費 7,920,639 17.8 7,969,554 17.3 △48,915 △0.6

扶助費 9,976,904 22.4 9,288,987 20.2 687,713 7.4

公債費 5,792,249 13.0 5,806,940 12.6 △14,691 △0.3

普通建設事業 5,489,771 12.3 8,492,050 18.5 △3,002,279 △35.4

 
補助 2,753,909 6.2 5,146,449 11.2 △2,392,540 △46.5

単独 2,735,862 6.1 3,345,601 7.3 △ 609,739 △18.2

繰出金 4,797,933 10.8 4,441,095 9.6 356,838 8.0

物件費 6,593,199 14.8 6,066,933 13.2 526,266 8.7

その他 3,944,025 8.9 3,971,930 8.6 △27,905 △0.7

合  計 44,514,720 100 46,037,489 100 △1,522,769 △3.3
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（施）中四国・瀬戸内クルージングサミット開催事業費（企画部  港湾管理課）（新規） 

１，０００千円 
１ 事業目的 

瀬戸内海の歴史、文化、豊かな自然を見つめ直し、クルージングによる海からの視点で瀬

戸内海の魅力を再発見するとともに、地方公共団体相互の連携による広域的なネットワーク

による地域の活性化、発展に寄与する。 

２ 事業年度   

平成２３年度 

３ 事業の概要 

瀬戸内海沿岸の公共マリーナを所有する５市（三豊市、高松市、瀬戸内市、福山市、新居

浜市）が平成２２年８月に「中四国・瀬戸内クルージングサミット」を設立した。 

昨年、三豊市で開催されたサミットに引き続き、平成２３年度は、新居浜市でサミットを

開催し、新居浜の魅力を内外にアピールし、関係市とのネットワークを構築するとともに、

人的交流を活発にする。 

４ 事業の内容 

「第２回中四国・瀬戸内クルージングサミット」の開催    １，０００千円 

開催日  平成２３年７月３日（日）（予定） 

場 所  マリンパーク新居浜 

内 容 

        ・基調講演（著名人による海路を使った人的交流のあり方、講師未定） 

        ・海上クルージング 

     ・近代化産業遺産の魅力について知ってもらうため、東平地区の散策 

注）当日、新居浜商工会議所青年部による「マリン村」を開催予定。地域の物産等の

ブースも出店予定。 

５ 財源内訳 

 （１）諸収入 250千円 

（２）一財  750千円 
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平成２２年度３月補正予算（案）の概要 
 

 

１ 予算規模等 

 今回の補正予算は、介護基盤緊急整備事業等の公共事業をはじめ、生活路線維持運行対策費等

の施策費、単独事業及び経常経費の過不足について予算措置しています。 

この結果、一般会計では、補正額６億３，１９２万６千円の追加、補正後の予算総額は歳入歳

出それぞれ４６３億３，３２１万２千円となり、対前年度同期比は、２０億５，８７９万９千円、

４．７％の増となっています。 

 

 

また、特別会計では、 

 

（１）貯木場事業特別会計が、補正額９１０万８千円の減額、補正後の予算総額は、歳入歳出そ

れぞれ５，４５３万８千円となり、対前年度同期比は、２億４，６２８万３千円、８１．９％

の減 

 

（２）渡海船事業特別会計が、補正額４５５万８千円の減額、補正後の予算総額は、歳入歳出そ

れぞれ１億２，２４３万円となり、対前年度同期比は、１，１０１万７千円、８．３％の減 

 

（３）平尾墓園事業特別会計が、補正額１，４２２万４千円の追加、補正後の予算総額は、歳入

歳出それぞれ３，２３１万８千円となり、対前年度同期比は、１億９，１７６万２千円、 

７４．０％の減 

 

（４）公共下水道事業特別会計が、補正額２，７８８万９千円の減額、補正後の予算総額は、歳

入歳出それぞれ５３億８，２００万２千円となり、対前年度同期比は、２５億７，３２２万

４千円、３２．３％の減 

 

（５）国民健康保険事業特別会計が、補正額３億２４４万３千円の追加、補正後の予算総額は、

歳入歳出それぞれ１３１億９，２４９万４千円となり、対前年度同期比は、３億８，５１１

万４千円、３．０％の増 

 

（６）介護保険事業特別会計が、補正額１億２，８８０万６千円の追加、補正後の予算総額は、

歳入歳出それぞれ１１０億６，９８７万８千円となり、対前年度同期比は、６億１，１８６

万３千円、５．９％の増 

 

 

一般会計、特別会計合わせた補正額は、１０億３，５８４万４千円の追加、補正後の予算総額

は、歳入歳出それぞれ７８７億４，９０９万２千円となり、対前年度同期比は、８億４５２万１

千円、１．０％の増となっています。 
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２ 一般会計補正予算の主な事業 

（１） 公共事業 

介護基盤緊急整備事業（福祉部 介護福祉課）  

１ 事業目的 

新居浜市高齢者福祉計画２００９に基づき、老人福祉施設の整備を促進し、介護サービ

スの基盤充実に努める。 

２ 補正の内容  補助金の追加 

                              （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

９４４，０４９  １０５，８５２ １，０４９，９０１

財源内訳 
国 

県 

３０，６３９

９１３，４１０

０

１０５，８５２

３０，６３９

１，０１９，２６２

施設整備補助金の補助単価増額による補正。 

（１）補助金   １０５，８５２千円 

小規模特別養護老人ホーム施設整備補助金   ４施設 

認知症高齢者グループホーム施設整備補助金  ４施設 

３ 補正に係る財源内訳 

（１） 県   105,852千円 

 

公共事業費は、１４０，０５３千円の減額となっています。 

 

 

（２）施策事業 

 生活路線維持運行対策費（経済部 運輸観光課）  

１ 事業目的 

公共輸送手段を必要とする市民にとって不可欠な生活交通路線を維持するため、「新居

浜市生活交通バス路線維持・確保対策事業費補助金交付要綱」に基づき助成する。 

  ２ 補正の内容  補助金の追加 

                                  （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

 ７２ ４４，２５３  ４４，３２５

財源内訳 
県 

一財 

０ 

７２ 

１１，１１１ 

３３，１４２ 

１１，１１１

３３，２１４

    補助対象期間（平成２１年１０月１日～２２年９月３０日）の路線バスの運行実績がま

とまり、補助金の額が確定したことにより、補助金を追加する。 

   (１)補助金  ４４，２５３千円   周桑営業所～マイントピア別子等８路線１０系統 

（平成２２年５月から６路線８系統） 

３ 補正に係る財源内訳 

(１)県 1/2 （11,111千円） 

(２)一財  （33,142千円） 

 

施策事業費は、９７，８９６千円の追加となっています。 

 

 

 



 3

 

（３）経常経費 

財政調整基金積立金（企画部 財政課）    

１ 事業目的 

    財政調整基金は、年度間の財源調整を図るための基金で、景気変動による財源不足や予

期しない支出増加等に備え、安定的な財政運営に資する。 

  ２ 補正の内容  積立金の追加 

                                  （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

０  ６７３，８６１  ６７３，８６１

財源内訳 
財産収入 

一財 

０ 

０

９１８ 

６７２，９４３

９１８

６７２，９４３

    運用利子収入、市税収入の見込み増に伴う追加。 

３ 補正に係る財源内訳 

（1）財産収入  （918千円） 

（2）一財  （672,943千円） 

 

 

減債基金積立金（企画部 財政課）  

１ 事業目的 

市債の償還に必要な財源を確保し、将来にわたる財政の健全な運営に資する。 

  ２ 補正の内容  積立金の追加 

                                  （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

 ０ ２００，３４７  ２００，３４７

財源内訳 
財産収入 

一財 

０ 

０ 

３４７ 

２００，０００ 

３４７

２００，０００

    運用利子収入、市税収入の見込み増に伴う追加。 

３ 補正に係る財源内訳 

（1）財産収入  （347千円） 

（2）一財   （20,000千円） 

 

経常経費は、８６８，６６１千円の追加となっています。 

 

 

単独事業費は、１９４，５７８千円の減額となっています。 
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３ 事業を賄う財源（款別歳入） 

                                  （単位：千円） 

款 補正前の額 今回補正額 補正後 

市 税 １７，７１２，３８５ ８００，０００ １８，５１２，３８５

地 方 交 付 税 ５，８３４，０３４ １４，４９６ ５，８４８，５３０

分担金及び負担金 ８０５，２９８ △１，３１９ ８０３，９７９

使用料及び手数料 ７９９，２４２ ３，６６４ ８０２，９０６

国 庫 支 出 金 ５，７１０，８５４ ７７，０５１ ５，７８７，９０５

県 支 出 金 ３，８４７，０６７ １２５，６４３ ３，９７２，７１０

財 産 収 入 １３２，６９９ ３，９６７ １３６，６６６

寄 附 金 １０，０００ ３６４ １０，３６４

繰 入 金 １８４，９３５ △１２３，４９５ ６１，４４０

諸 収 入 １，８２６，０６６ １０２，４５５ １，９２８，５２１

市 債 ６，２４９，８５９ △３７０，９００ ５，８７８，９５９

計 ４５，７０１，２８６ ６３１，９２６ ４６，３３３，２１２

 

 

４ 特別会計の補正内容 

（※財源内訳は今回補正に係る財源のみ記載しています。） 

（１）貯木場事業特別会計                      （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

６３，６４６ △９，１０８ ５４，５３８

財源内訳

繰越金 

市債 

財産収入 

１７，９４６ 

４３，７００ 

０ 

△１，７０３ 

△４３，７００ 

３６，２９５ 

１６，２４３

０

３６，２９５

    ・公債費     利率確定による長期債利子の減額（△6,608千円） 

    ・貯木場整備費  測量等委託料の減額（△2,500千円） 

 

 

（２）渡海船事業特別会計                      （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

１２６，９８８ △４，５５８ １２２，４３０

財源内訳 繰入金 １０６，８０７ △４，５５８ １０２，２４９

    ・総務費    需用費（燃料費）の減額（△4,558千円） 
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（３）平尾墓園事業特別会計                      （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

１８，０９４ １４，２２４ ３２，３１８

財源内訳
使用料 

諸収入 

８，９２５ 

６ 

１４，０７０ 

１５４ 

２２，９９５

１６０

    ・墓園管理費   基金積立金の追加（15,610千円） 

・公債費     利率確定による長期債利子の減額（△1,386千円） 

 

 

（４）公共下水道事業特別会計                  （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

５，４０９，８９１ △２７，８８９ ５，３８２，００２

財源内訳
繰入金 

市債 

１，４４４，２２６

２，０５３，０００

２２，１１１

△５０，０００

１，４６６，３３７

２，００３，０００

     ・建設費   補償費の増による組替 

    ・公債費   利率確定による長期債利子の減額（△27,889千円） 

 

 

（５）国民健康保険事業特別会計                  （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

１２，８９０，０５１ ３０２，４４３ １３，１９２，４９４

財 

源 

内 

訳 

県 

国民健康保険料 

療養給付等交付金

繰入金 

４９２，３２７

２，１６５，０８０

５６９，９２８ 

１，１２１，６３６ 

４０，７２６

２０９，６０１

１３，０６８ 

３９，０４８ 

５３３，０５３

２，３７４，６８１

５８２，９９６

１，１６０，６８４

    ・保険給付費   保険給付負担金の追加（290,916千円） 

    ・基金積立金   基金積立金の追加（100,000千円） 

    ・諸支出金    償還金の追加（1,526千円） 

    ・予備費     予備費の減額（△90,000千円）等 

 

 

（６）介護保険事業特別会計                      （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

１０，９４１，０７２ １２８，８０６ １１，０６９，８７８

財 

源 

内 

訳 

国 

県 

支払基金交付金

財産収入 

繰入金 

２，６７０，７７６ 

１，５０６，４０５ 

３，１３４，０２８ 

０ 

１，５９４，０３８

３４，５３２ 

１６，０７６ 

３８，５８５ 

１４２ 

３９，４７１
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    ・保険給付費  

      介護サービス給付費の追加（232,500千円） 

      介護予防サービス給付費の減額（△110,000千円） 

特定入所者介護サービス給付費の追加（13,300千円） 

    ・地域支援事業費 

      介護予防事業委託料の減額（△7,406千円）等 




